
　

南
北
逆
さ
に
地
図

を
見
る
と
、
房
総
半

島
南
端
の
館
山
は
、

弧
を
描
く
日
本
列
島

の
頂
点
に
位
置
し
て

い
る
。
太
平
洋
に
突

き
出
て
、
東
京
湾
の

入
口
に
あ
た
る
た

め
、
古
く
か
ら
海
路

を
通
じ
て
海
洋
世
界

の
人
び
と
と
交
流

し
、
共
生
し
て
き
た

地
で
あ
る
。
そ
の
地

の
利
は
支
配
権
力
に

と
っ
て
の
要
衝
で
も

あ
り
、
中
世
に
は
水

軍
を
も
つ
里
見
氏
が

１
７
０
年
に
わ
た
り

安
房
国
を
治
め
、
明
治
期
以
降
は
東
京
湾
要
塞
の
重

要
拠
点
と
な
っ
た
。

　

狭
い
半
島
先
端
部
に
、
中
世
城
跡
群
と
近
代
の
戦

跡
群
は
重
層
的
に
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
館
山

城
跡
は
、
戦
時
下
に
頂
上
が
削
ら
れ
て
砲
台
が
築
か

れ
て
お
り
、
現
在
、
八
犬
伝
博
物
館
の
あ
る
城
山
公

園
は
城
郭
遺
構
と
戦
跡
の
両
方
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
多
彩
で
魅
力
的
な
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
を「
館

山
ま
る
ご
と
博
物
館
」
と
呼
び
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
戦
跡
は
館
山
市
内
に
47
確
認
さ
れ
て
お

り
、
Ａ
ラ
ン
ク
18
（
近
代
史
を
理
解
す
る
う
え
で
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
史
跡
）、
Ｂ
ラ
ン
ク
13
（
特
に

重
要
な
遺
跡
）と
高
い
評
価
が
多
い
。
と
り
わ
け「
館

山
海
軍
航
空
隊
赤
山
地
下
壕
跡
」（
館
山
市
指
定
史

跡
）
は
平
和
学
習
拠
点
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
、
多

く
の
来
訪
者
を
迎
え
て
い
る
。

平
和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
は
10
人
以
上

の
団
体
で
引
き
受
け
て
い
る
。館
山
の
平
和
学
習
は
、

加
害
と
被
害
の
両
面
か
ら
戦
争
を
俯
瞰
で
き
る
こ
と

も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
沖
縄
・
広
島
・

長
崎
と
は
異
な
り
、
た
だ
見
学
し
た
だ
け
で
は
そ
の

歴
史
的
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。

　

そ
こ
で
平
和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
約
１
時

間
の
座
学
を
テ
キ
ス
ト
付
き
で
提
供
し
て
い
る
。
見

学
は
20
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
ガ
イ
ド
が
つ
き
、

参
加
費
は
一
人
あ
た
り
１
５
０
０
円
で
あ
る
。

　

基
本
コ
ー
ス
の
赤
山
地
下
壕
は
所
要
１
時
間
弱
。

ほ
か
に
も
、
徒
歩
10
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
掩え

ん

体た
い

壕ご
う

を

は
じ
め
、
団
体
の
希
望
に
応
じ
て
多
様
な
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
コ
ー
ス
を
組
ん
で
い
る
。

　

座
学
で
は
、
真
珠
湾
と
館
山
湾
、
沖
縄
県
と
千
葉

県
、
米
軍
の
本
土
侵
攻
計
画
「
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
」

と
大
本
営
の
本
土
決
戦
防
衛
計
画
な
ど
の
地
図
を
そ

れ
ぞ
れ
比
較
し
な
が
ら
、
世
界
戦
略
上
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
館
山
の
役
割
を
地
政
学
的
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
館
山
ま
る
ご
と
博
物
館
」
の
総
合
学
習
は
、
歩

い
て
渡
れ
る
無
人
島
「
沖
ノ
島
」
の
環
境
学
習
や
貝

磨
き
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
体
験
、
木
造
文
化
財
校
舎

の
見
学
、
海

岸
段
丘
や

２
０
０
万
年

前
の
海
底
地

滑
り
地
層
な

ど
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と

も
で
き
る
。

赤
山
地
下
壕
の
謎

　

沖
合
で
３
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
り
合
う
影
響

か
ら
、
館
山
は
日
本
で
一
番
隆
起
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
関
東
大
震
災
で
は
湾
岸
部
の
市
街
地
が
99
％

壊
滅
し
、
２
つ
の
離
れ
小
島
ま
で
の
間
が
干
潟
に

な
っ
た
。

　

そ
こ
を
埋
め
立
て
て
、
震
災
７
年
後
の
１
９
３
０

年
に
館
山
海
軍
航
空
隊
が
開
か
れ
た
。
１
×
２
㎞
の

狭
い
航
空
隊
基
地
は
通
称
「
陸
の
空
母
」
と
呼
ば
れ
、

艦
上
攻
撃
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
落
下
傘
部
隊
の
養
成

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
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平
和
・
交
流
・
共
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を
学
ぶ
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館
山
ま
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ご
と
博
物
館
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そ
の
南
側
に
位
置
す
る
標
高
60
ｍ
の
赤
山
内
部
に

は
、
網
の
目
状
に
２
㎞
近
く
掘
ら
れ
た
巨
大
な
地
下

壕
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
資
料
が
な
く
、
作
ら
れ
た
時

期
は
不
明
で
あ
る
。市
教
委
の
文
化
財
看
板
に
は「
終

戦
が
差
し
迫
っ
た
１
９
４
４
年
よ
り
後
に
建
設
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
昭
和
一

桁
生
ま
れ
の
周
辺
住
民
は
「
日
米
開
戦
前
か
ら
掘
り

始
め
ら
れ
て
い
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。

　

壕
内
の
壁
面
は
凝

ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

質
砂
岩
で
、
鮮
や
か
な
地

層
や
断
層
が
美
し
い
模
様
を
描
い
て
い
る
。
平
和
学

習
だ
け
で
な
く
、
総
合
学
習
の
教
材
と
し
て
も
人
気

が
高
い
。
大
部
分
が
素
掘
り
で
、
均
等
な
力
加
減
で

掘
ら
れ
た
ツ
ル
ハ
シ
痕
が
く
っ
き
り
と
残
っ
て
い

る
。
発
電
室
の
壁
や
天
井
は
、
岩
盤
の
上
に
金
網
を

張
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
塗
り
、
崩
落
防
止
が
施
さ

れ
て
い
る
。
は

た
し
て
戦
争
末

期
の
混
乱
時
期

に
、
こ
ん
な
に

丁
寧
な
作
業
が

で
き
る
も
の
だ

ろ
う
か
。
壊
滅

し
た
震
災
後
の

地
質
調
査
を
し

た
う
え
で
場
所

を
選
定
し
、
か

な
り
早
い
段
階

か
ら
専
門
部
隊

に
よ
っ
て
秘
密

裏
に
掘
ら
れ
た

モ
デ
ル
的
な
地

下
壕
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

本
土
唯
一
の
直
接
軍
政

　

艦
船
ミ
ズ
ー
リ
号
で
の
降

伏
文
書
調
印
式
の
翌
日
、

１
９
４
５
年
９
月
３
日
。
米

占
領
軍
３
、６
０
０
名
が
館

山
に
上
陸
し
、本
土
唯
一「
４

日
間
」
の
直
接
軍
政
が
敷
か

れ
た
。
敗
戦
後
の
日
本
の
占

領
政
策
を
考
え
る
た
め
の
試

金
石
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

赤
山
地
下
壕
内
に
は
「
Ｕ

Ｓ
Ａ
」
の
朱
文
字
が
残
さ
れ

て
い
る
。
近
年
、
米
国
テ
キ

サ
ス
軍
事
博
物
館
か
ら
入
手

し
た
資
料
の
な
か
に
、
館
山

に
上
陸
し
た
米
占
領
軍
司
令

官
の
報
告
書
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、「
完
全
な
地

下
海
軍
航
空
司
令
所
が
館
山
海
軍
航
空
基
地
で
発
見

さ
れ
、そ
こ
に
は
完
全
な
信
号
、電
源
、ほ
か
の
様
々

な
装
備
が
含
ま
れ
て
い
た
」
と
記
さ
れ
、
赤
山
地
下

壕
が
完
ぺ
き
な
状
態
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
単
な
る
防
空
壕
で
は
な
く
、
館
山
海
軍
航
空
隊

の
管
制
機
能
を
も
つ
航
空
要
塞
的
な
地
下
施
設
で

あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

「
平
和
の
文
化
」
を
学
ぶ
旅

　

21
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
国
連
は
ユ
ネ
ス
コ

の
提
唱
を
受
け
て
、
世
界
中
を
「
平
和
の
文
化
」
で

充
満
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。「
平
和
の
文
化
」

と
は
、
対
立
が
起
き
た
と
き
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
傷

つ
け
る
こ
と
な
く
、
暴
力
に
よ
ら
ず
対
話
に
よ
っ
て

解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
価
値
観
や
行
動
様
式
と
定

義
さ
れ
る
。

　

戦
争
末
期
、
安
房
で
は
農
民
に
は
花
作
り
禁
止
令

が
出
さ
れ
た
が
、「
花
は
心
の
食
べ
物
」
と
し
て
命

が
け
で
花
の
種
苗
を
守
っ
た
農
民
が
い
た
お
か
げ

で
、
戦
後
の
花
畑
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
江
戸
期
に
建
立
さ
れ
た
平
和
祈
願
の

ハ
ン
グ
ル
「
四
面
石
塔
」
や
、
清
国
遭
難
船
を
救
助

し
た
記
念
の
「
日
中
友
好
」
の
碑
を
は
じ
め
、「
平

和
の
文
化
」
の
教

材
が
多
く
あ
る
。

館
山
の
平
和
学

習
は
、
戦
争
と
い

う
一
面
的
で
は

な
く
、
交
流
・
共

生
と
い
う
観
点

か
ら
「
平
和
の
文

化
」
を
多
面
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

【
問
い
合
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
房
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
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